
茶病害虫防除情報      令和 3 年 12 月 13 日 

               【第 24 号】      鹿児島県経済連･肥料農薬課 

茶園に使用する農薬の系統とその特性、効果、使用法について 

     （殺菌剤・・・病害防除剤） 

 茶園の管理作業などほぼ終わり、病害虫防除も一休みの時期になりました。今回は茶園に使用

する農薬を系統別に作用、特性、効果について紹介します。今年は抗生物質のｽﾀｰﾅ水和剤、銅剤

のｸﾐｶﾞｰﾄﾞ SC 水和剤が新規に登録されました。またｶｽﾐﾝﾎﾞﾙﾄﾞｰの使用時期が 14 日前まで、回数

が 2 回以内に変更になりました。薬剤は系統別に整理し、理解してください。 

殺菌剤の作用特徴と使用法 

 病害を防除する殺菌剤の作用は予防効果と治療効果があります。薬剤はこの何れかの作用を特

徴的に有し、また両作用を有するものもあります。 

●予防効果・・・病害防除の基本的作用で、病原菌が作物（茶）の組織内に侵入・感染するのを

防ぐ作用で、感染前に散布して作物（茶）の表面を薬剤で覆い、そこで病原菌を殺したり、胞子

の発芽、組織内への侵入を阻止して感染を防ぎ、発病を阻止するものです。このため予防効果を

示す予防剤は感染前に散布しないと防除効果が得られません。予防効果を示す薬剤には銅水和剤、

ﾀﾞｺﾆｰﾙ 1000、ﾌﾛﾝｻｲﾄﾞ SC などがあります。また、予防効果がどの程度の期間効果が持続するか

という残効性が効果に影響します。一般に薬剤は降雨、日光などで分解消失し、効果がなくなっ

ていきますが、茶の新葉は４—5 日で１葉位のﾍﾟｰｽで開葉生長しますので、５日後頃開葉した新葉

には薬剤付着がなく効果はないため一般的に予防効果を示す薬剤も 5—10 日程度で残効はなくな

ります。殺菌剤は予防効果の殺菌力の強さと残効性で防除効果の高低が決まるようです。 

●治療効果・・・病原菌が作物（茶）の組織内に侵入し、感染が成立した後に散布して発病阻止

や病斑進展阻止をして防除効果を示すものです。治療効果を示す薬剤は病原菌が侵入している作

物（茶）組織内に有効成分が到達して殺菌効果を示すため浸透移行性や浸達性を有することが必

要です。最近ではこのような治療効果を示す薬剤が多くなっています。治療効果を示す薬剤は降

雨などで感染が先に進んだ潜伏期の状態でも防除効果を示します。茶に使用される薬剤では EBI

系剤のｵﾝﾘｰﾜﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ、ｲﾝﾀﾞｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ、などが治療効果を示し、感染後炭疽病では 12 日位、網もち

病では 20 日位経過した状態まで、発病を阻止できることが分かっています。 

●予防・治療効果・・・両効果を併せ持つ薬剤もあります。ｱﾐｽﾀｰ 20 ﾌﾛｱﾌﾞﾙなどｽﾄﾛﾋﾞﾙﾘﾝ系薬剤

は炭疽病、輪斑病に対し長い予防、治療効果ではありませんが、両効果で、防除効果を発揮し、

輪斑病では感染が生じる摘採の 3 日後散布でも防除を示します。 

●選択性・・・薬剤は病害の種類によって効果が異なります。EBI 系剤は炭疽病、網もち病に効

果が高い反面輪斑病には効果が低く、ｽﾄﾛﾋﾞﾙﾘﾝ系剤は輪斑病に高い効果があるなど特徴がみられ

ます。一般的に予防効果を示す薬剤では選択性は低く、広く効果を示す傾向があります。 

●薬剤耐性菌・・・耐性菌は、一般的に銅剤、ﾀﾞｺﾆｰﾙ 1000 などの予防効果を示す薬剤では発生

ﾘｽｸは極めて低いです。耐性菌が発生しやすい薬剤は浸透移行性があり、治療効果を示す特効的薬

剤で多くみられています。茶病害防除薬剤では、ﾍﾞﾝｽﾞｲﾐﾀﾞｿﾞｰﾙ系薬剤（ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝ M ﾍﾞﾝﾚｰﾄ）が

炭疽病、輪斑病で、1978 年頃に耐性菌が発生し、現在でも高率に残っています。ｽﾄﾛﾋﾞﾙﾘﾝ系薬剤

も 2007 年頃輪斑病で県内のかなりの地域に耐性菌が発生し使用できなくなっています。EBI 系

の薬剤も他作物の事例などから耐性菌発生が懸念されていますが、適正な使用回数が遵守されて

いるため、明確な耐性菌発生はみられていません。耐性菌対策は使用回数などに留意する適正使

用が望まれます。 



主要殺菌剤の系統と作用特性・特徴・効果 

  系統  主な薬剤       特 性    特 徴 

有機塩素系 

ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ（TPN） 

ﾀﾞｺﾆｰﾙ 1000 殺菌作用は高い予防効果で、残効性が極めて優れ、芽のバラつ

きに強い特徴がある。適用範囲は極めて広く、多くの作物の糸

状菌病害に適用がある。耐性菌の発現の可能性は極めて低い。

茶では炭疽病など殆どの病害に有効な基幹防除剤である。炭疽

病は感染の生じる雨前、輪斑病は摘採・整枝直後の使用で有効

である。輸出茶栽培園の秋冬番茶表示不可防除体系では最終摘

採以降秋整枝までの使用は可能である。 

無機銅剤系 

水酸化第二銅 

 

塩基性塩化銅 

 

塩基性硫酸銅 

 

ｺｻｲﾄﾞ 3000 

ｸﾐｶﾞｰﾄﾞ SC 

ﾄﾞｲﾂﾎﾞﾙﾄﾞｰ 

ｻﾝﾎﾞﾙﾄﾞｰ 

Z ﾎﾞﾙﾄﾞｰ 

ﾌｼﾞﾄﾞｰＬ 

ｸﾌﾟﾛｼｰﾙﾄﾞ 

ﾑｯｼｭﾎﾞﾙﾄﾞｰ 

銅ｲｵﾝの殺菌効果を活かした剤で、少しずつ銅ｲｵﾝを溶出して殺

菌効果を発現し、予防効果を示す。適用範囲は広いが、効果は

やや緩慢で、炭疽病に対して 60－70％程度の防除率である。細

菌病にも有効であるが、数回の散布を要する。しかし、網もち

病・もち病には特に効果が高い。耐性菌発現の可能性は低い。 

銅の微量要素的効果もみられる。天然物で安全性は高い。 

有機栽培では自然界にある天然物質のためまた、米国輸出茶栽

培園には許容値設定除外で、使用可能である。 

黒褐色微小斑点の薬害を生じることがあるが、実害はない。 

銅剤＋抗生物質 

塩基性塩化銅＋ 

ｶｽｶﾞﾏｲｼﾝ 

ｶｽﾐﾝﾎﾞﾙﾄﾞｰ 

ｶﾂﾊﾟｰｼﾝ 

銅剤と浸透移行性がある抗生物質ｶｽｶﾞﾏｲｼﾝの混合剤で予防・治

療効果を示す。効果の持続性も優れる。 

赤焼病など細菌病に効果が高く、初発時散布で効果が高い。 

輪斑病にも効果が高く、摘採・整枝 3 日後までの散布で有効で

ある。使用時期（摘採 14 日前）使用回数（2 回）に登録変更が

あったので留意する。  米国輸出茶栽培園に使用可能である。 

ﾍﾞﾝｿﾞｲﾐﾀﾞｿﾞｰﾙ系 

 

 

 

ﾍﾞﾝｿﾞｲﾐﾀﾞｿﾞｰﾙ系 

＋ｼﾞｴﾄﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ 

ﾄﾂﾌﾟｼﾞﾝ M 

 

浸透移行性があり、直接殺菌作用を示す。作用は治療効果が高

く、速効性で予防効果は低い。 炭疽病・輪斑病に特効を示し

ていたが、耐性菌発生で効果は低下し、現在殆ど使用されない。 

耐性菌は現在でも県内全域で、高率に発生している。 

ﾆﾏｲﾊﾞｰ ﾍﾞﾝｿﾞｲﾐﾀﾞｿﾞｰﾙ系のﾍﾞﾉﾐﾙ剤(ﾍﾞﾝﾚｰﾄ)とその耐性菌に活性を示す 

負相関交差耐性剤ｼﾞｪﾄﾌｪﾝｶﾙﾌﾞの混合剤で、ﾍﾞﾝｿﾞｲﾐﾀﾞｿﾞｰﾙ耐性

菌発生園でも効果を示す。炭疽病、輪斑病、新梢枯死症、褐色

円星病に登録がある。浸透移行性があり、輪斑病に効果が高く、

摘採・整枝 3 日後までの散布でも効果を示す。耐性菌発生状態

で、効果の変動や耐性菌が高まる傾向が懸念される。 

ｽﾄﾛﾋﾞﾙﾘﾝ系 

 

 

 

 

 

（ﾍﾞﾝｼﾞﾙｶｰﾊﾞﾒｰﾄ系） 

ｱﾐｽﾀｰ  

ﾌﾘﾝﾄ 

ﾅﾘｱ 

 

 

 

ﾌｧﾝﾀｼﾞｽﾀ 

食用ｷﾉｺから発見の天然生理活性物質に由来する殺菌剤である。 

作用は予防効果と幾分浸透移行性もあり、治療効果も示す。 

予防効果の残効性はやや劣る。適用範囲は比較的に広い。 

特に輪斑病・新梢枯死症に卓効を示し、輪斑病には摘採 3 日後

までの散布で有効（ﾌﾘﾝﾄを除く）である。炭疽病、網もち病に

対する効果はやや低い。地域により耐性菌発生がみられるため

連用・多用は避ける。ﾌｧﾝﾀｼﾞｽﾀは系統的には異なるが、交差耐

性を示す。 ｱﾐｽﾀｰ、ﾌﾘﾝﾄは米国輸出茶栽培園に使用できる。 



EBI 系 ｵﾝﾘｰﾜﾝ 

ｲﾝﾀﾞｰ  

ｽｺｱ 

ﾗﾘｰ 

 

 

ｴﾙｺﾞｽﾃﾛｰﾙ阻害による直接殺菌効果がある。浸透移行性があり、

菌糸発育阻害で、感染後発病を阻止する治療効果は極めて高い

が、予防効果は低い。炭疽病、もち病、網もち病、褐色円星病

には卓効がある。 薬剤間で、効力に差があり、炭疽病に対し

ｲﾝﾀﾞｰ・ｵﾝﾘｰﾜﾝは感染後 11－13 日後散布でも発病を阻止する顕

著な治療効果を示すが、ｽｺｱは 6－8 日後散布、ﾗﾘｰは 3－5 日後

散布で発病を阻止する治療効果を示す。また網もち病に対して

ｵﾝﾘｰﾜﾝは感染後約 20 日後頃までの散布で治療効果を示す。 

感染が生じる降雨持続後散布で効果が高い。選択性があり、輪

斑病には効果がない。多用により、感受性が徐々に低下する弱

耐性菌発生が確認されている。ｲﾝﾀﾞｰ、ｽｺｱは米国輸出茶栽培園

に、ﾗﾘｰは台湾輸出茶栽培園に使用できる。ｵﾝﾘｰﾜﾝはやや残留性

がやや高いのが懸念さる。 

ｸﾞｱﾆｼﾞﾝ系 ﾍﾞﾙｸｰﾄ 

 

接触型で殺菌作用は予防効果である。効果、残効性は並である。  

炭疽病、輪斑病、新梢枯死症などに有効で、適用範囲は広い。 

炭疽病は感染の生じる雨前、輪斑病は摘採直後の使用で効果が

ある。 茶園での使用は少ない。使用時期は摘採 7 日前である。 

台湾輸出茶栽培園に使用できる。 

銅剤＋ｸﾞｱﾆｼﾞﾝ

系 

ﾍﾞﾌﾄﾞｰ 

 

 

殺菌作用は銅剤とｸﾞｱｼﾞﾆﾝ系剤の協力作用で安定した予防効果

を示す。残効性は比較的に高い。治療効果はみられない。 

茶病害の殆どに（赤焼病にも）有効で、基幹防除剤に適する。 

耐性菌発生の可能性は低い。使用時期は摘採 7 日前である。 

ﾋﾟﾘｼﾞﾅﾐﾝ系 ﾌﾛﾝｻｲﾄﾞ 

 

殺菌作用は予防効果で、残効性もある。治療効果はない。 

適用範囲は比較的に広く炭疽病・輪斑病・新梢枯死症・もち病

に有効である。炭疽病には感染の生じる雨前に、輪斑病は摘採

直後の使用で有効である。耐性菌発生の可能性は低い。 

米国、台湾輸出茶栽培園に使用できる。 

ﾃﾌﾞﾌﾛｷﾝ系 ﾃﾌﾟﾛｽ ﾐﾄｺﾝﾄﾞﾘｱ電子伝達系作用の殺菌効果で、予防・治療効果を示す。

輪斑病、新梢枯死症に有効である。ｽﾄﾛﾋﾞﾙﾘﾝ系やﾍﾞﾝｽﾞｲﾐﾀﾞｿﾞｰ

ﾙ系耐性菌発生園でも効果を示し、輪斑病には摘採・整枝 3 日後

までの散布で効果を示すが、基礎活性はｶｽﾐﾝﾎﾞﾙﾄﾞｰ、ｱﾐｽﾀｰなど

他剤に比較しやや劣る。 

抗生物質 

ｵｷｿﾘﾆｯｸ酸剤 

ｽﾀｰﾅ水和剤 水稲、野菜、果樹などの多くの細菌病に高い効果を示す抗生物 

質剤で、赤焼病に有効である。主に予防効果を示すため感染・

発病初期散布を基本とする。残効性は短いので、1～2 週間間隔 

で散布する。 

※  太字網掛け剤は地区茶栽培暦採用薬剤 

赤字は変更事項 

 

 

 

 



殺菌剤の最近の各種試験データー 

 

図１ 茶園使用主要殺菌剤の炭疽病など病害に対する防除作用のイメージ図 

 

 

 

図２ 主要殺菌剤の予防効果の残効性事例    

 

※1．殺菌剤の予防効果の残効性は降雨条件などで異なる。 

      2．茶の新葉は 4－5 日で 1 葉開葉していくため実際の残効はやや短い。 

     3．ﾀﾞｺﾆｰﾙ 1000 の残効性が特に優れる傾向がある。 

 



表 1 EBI 系殺菌剤の炭疽病に対する治療効果 

 

※1．ｲﾝﾀﾞｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ、ｵﾝﾘｰﾜﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙﾌﾛｱﾌﾞﾙは炭疽病に対し、発病直前 

（感染 12 日後頃）までの散布で、発病を阻止する治療効果がある。 

 

表 2 ｵﾝﾘｰﾜﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙの秋芽散布時期と網もち病に対する防除効果（治療効果）（令和 3 年） 

 項目        薬 剤 処 理 時 期  

無処理 萌芽-1 葉期 2-3 葉期 4-5 葉期 6-7 葉期 出開期 成葉期 秋整枝期 

発病葉数    232    28     2     0    47   189   743 1095 

防除率（%）      78.8   97.4   99.8   100   95.7  82.7     32.1   ― 

※感染は 1—４葉期で、4－出開期・成葉期散布で高い効果、感染 15—25 日後散布で高い 

治療効果を示すと推定される。 

 

図 3 ﾍﾞﾝｽﾞｲﾐﾀﾞｿﾞｰﾙ系、ｽﾄﾛﾋﾞﾙﾘﾝ系（Qo₁剤）薬剤耐性菌（輪斑病）の 

県内産地発生状況 

 ※1．ﾍﾞﾝｽﾞｲﾐﾀﾞｿﾞｰﾙ系殺菌剤は使用を止めて 40 年経過した現在も高率に残存している。 

2．ｽﾄﾛﾋﾞﾙﾘﾝ系耐性菌は発生に地域間差がみられる。現在はこれより低下している。 



 

図 4 ﾀﾞｺﾆｰﾙ 1000（予防剤）、ｱﾐｽﾀｰ 20 ﾌﾛｱﾌﾞﾙ（治療剤）の散布時期による 

輪斑病防除効果 

※1．ﾀﾞｺﾆｰﾙ 1000 など予防剤は摘採・整枝当日でないと防除効果がない。 

2．ｱﾐｽﾀｰ 20 ﾌﾛｱﾌﾞﾙ、ｶｽﾐﾝﾎﾞﾙﾄﾞｰなど治療効果のある薬剤は摘採 3 日後まで有効。 

 

 

表 3 トップジン M 感受性菌、耐性菌輪斑病に対する各種殺菌剤の防除効果 

                          （平成 18 年度 茶業部試験成績） 

     供試殺菌剤 

 

系統 

 

希釈 

倍数 

   感受性菌    高度耐性菌 

発病葉数 

（葉/㎡） 

防除率 

（％） 

発病葉数 

（葉/㎡） 

防除率 

（％） 

アミスター20 フロアブル 

フリント 25 フロアブル 

インダーフロアブル 

オンリワンフロアブル 

ベフドー水和剤 

カスミンボルドー 

ベルクートフロアブル 

ダコニール 1000 

トップジン M 水和剤 

無 処 理 

ｽﾄﾛﾋﾞﾙﾘﾝ 

ｽﾄﾛﾋﾞﾙﾘﾝ 

EBI 

EBI 

銅・ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝ 

銅・ｶｽﾐﾝ 

ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝ 

TPN 

ﾍﾞﾝｽﾞｲﾐﾀﾞｿﾞｰﾙ 

2000 倍 

2000 倍 

5000 倍 

2000 倍 

500 倍 

1000 倍 

1000 倍 

700 倍 

1500 倍 

   1.0 

     1.5 

319.5 

170.0 

 65.5 

  1.0 

  9.0 

  2.0 

  1.0 

589.0 

  99.8 

  99.7 

  45.8 

  71.1 

  88.9 

  99.8 

  98.5 

  99.7 

  99.8 

   ― 

     0.0 

     0.0 

   219.0 

    81.0 

    20.5 

     2.0 

     3.0 

     2.0 

    90.5 

   284.5 

 100.0 

 100.0 

  23.0 

  71.5 

  92.8 

  99.3 

  98.9 

  99.3 

  68.2 

   ― 

  ※１．摘採直後散布の防除効果。 

   2．ｱﾐｽﾀｰ ﾌﾘﾝﾄ ｶｽﾐﾝﾎﾞﾙﾄﾞｰ ﾀﾞｺﾆｰﾙ 1000 は耐性菌、感受性菌のいずれにも防除効果が高い。 

   3．ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝ M は耐性菌に対しては効果が低い。 

   4．EBI 剤の防除効果は低い 

 



表 4 主要殺菌剤の網もち病に対する防除効果 

 

   ※1．網もち病に対しては EBI 剤（ｵﾝﾘｰﾜﾝ ｽｺｱなど）の防除効果は高い 

      但し、ｲﾝﾀﾞｰﾌﾛｱﾌﾞﾙの効果はｵﾝﾘｰﾜﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙに比較し、やや劣る。 

    2．銅水和剤の予防効果は比較的に高く、有機栽培にも使用可能である。 

 

表 5 二番茶期ドリンク茶栽培園におけるﾀﾞｺﾆｰﾙ 1000 と EBI 剤混用散布 
の炭疽病に対する防除効果         （令和 1年茶業部・大隅分場） 

 

※１．ﾀﾞｺﾆｰﾙ 1000とｵﾝﾘｰﾜﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙの混用散布法は、新芽生育期間の長い二番茶期の 

ﾄﾞﾘﾝｸ原料茶栽培においても、極めて高い防除効果を示し、慣行のﾀﾞｺﾆｰﾙ 1000 

単用散布より優れた。 

2．混用散布法は、低濃度でも高濃度と同等の防除効果を有することから、ｺｽﾄ面を

考慮しても普及性は高いと考えられる。 

発病葉数 発病葉数 発病葉数 発病葉数

（枚/m
2
） （枚/m

2
） （枚/m

2
） （枚/m

2
）

Ⅰ 0.3 0.6 2.8 3.6
Ⅱ 1.7 0.6 3.6 5.8
Ⅲ 0.6 1.4 2.8 4.7
平均 0.8 52.6 0.8 97.2 3.1 98.2 4.7 97.6
Ⅰ 0.3 0.8 4.2 5.3
Ⅱ 1.4 0.8 1.9 4.2
Ⅲ 0.3 0.0 1.9 2.2
平均 0.6 63.2 0.6 98.2 2.7 98.4 3.9 98.0
Ⅰ 0.6 5.0 39.4 45.0
Ⅱ 0.8 8.1 43.9 52.8
Ⅲ 1.1 3.3 46.1 50.6
平均 0.8 52.6 5.5 81.9 43.1 74.0 49.4 75.0
Ⅰ 1.4 5.6 25.0 31.9
Ⅱ 1.4 5.6 56.1 63.1
Ⅲ 0.8 4.2 45.0 50.0
平均 1.2 31.6 5.1 83.1 42.0 74.7 48.3 75.6
Ⅰ 2.2 37.8 166.9 206.9
Ⅱ 1.7 36.9 161.9 200.6
Ⅲ 1.4 15.8 169.4 186.7
平均 1.8 30.2 166.1 198.1

防除価 防除価

ﾀﾞｺ+ｵﾝﾘｰﾜﾝ
低濃度

ﾀﾞｺ+ｵﾝﾘｰﾜﾝ
高濃度

区　名 反復

6月13日 6月17日 6月24日 累計
摘採5日前 摘採前日 摘採6日後 (6/13～6/24）

（参）ﾀﾞｺ+
ｱﾋﾞｵﾝ加用

(対）慣行防除

殺菌剤
無処理

防除価 防除価



 表 6 秋芽生育期のﾀﾞｺﾆｰﾙ 1000とEBI剤混用 2－4葉期散布の病害防除効果 

 

 

 

※1．混用秋芽 2－4 葉期 1 回散布法は炭疽病、網もち病、新梢枯死症に対し安定した高い

防除効果を示す。 

2．新梢枯死症防除効果は慣行防除を含めやや防除率が低い。 

 3．2－3 葉期、3－4 葉期の散布間の防除効果差は少ない。 

 4．高濃度、低濃度混用の散布間の防除効果は少ない。 

 5．散布時期は EBI 剤の治療効果から推定して秋芽萌芽後最初の降雨 12 日後頃までの

散布が適切である。 


